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2025 年 1 月 21 日 

 
報道関係者各位 

三井不動産レジデンシャル株式会社 
 

 
 

「くらしのサス活」を世界最大規模のエレクトロニクス展示会 CES2025 へ出展 
居住者とともに楽しみながら環境貢献する取り組みに国内外から多くの反響 

 
 
三井不動産レジデンシャル株式会社（本社︓東京都中央区、代表取締役社長︓嘉村 徹）は「くらしのサス活」を世界

最大規模のエレクトロニクス展示会「CES2025」（アメリカ合衆国ネバダ州ラスベガス、現地日付 2025 年 1 月 7 日～10
日開催）に出展いたしました。 
当社は、日々のくらしを豊かに、楽しみながら、持続的に CO2 削減が行える「くらしのサス活※1」を 2022 年 12 月より始

動し、2024 年 4 月より「くらしのサス活」アプリ（以下、「本アプリ」）のサービス提供を開始しています。2024 年 12月より、
新たにスマートメーター電力データの活用を開始し、過去分譲マンションを含む 24 万世帯へむけて順次サービスを拡大してい
ます。  
「CES2025」では、「くらしのサス活」の展示のほか、当社のブランドコンセプトである「Life-styling×経年優化」を体現す

る開発用地の既存樹を館内備品等に活用する土地の記憶プロジェクトなどのサステナブルな取り組みについて紹介をいたしま
した。展示会場では来場者がポジティブな印象を持った取り組みに投票する企画も実施し、楽しくカーボンニュートラルに貢献
するくらしのサス活はもちろんのこと、当社のサステナブルな取り組みに対して、国内外の来場者から多くの共感をいただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．「くらしのサス活」 
   ①首都圏で展開する新築分譲物件および過去分譲物件 24 万世帯に向けてサービスを順次拡大 
   ②くらしのサス活 Circular Action などを紹介し、くらしの中のサステナブルな取り組みと連携するしくみを展示 
２．「Life-styling×経年優化」を体現する当社の取り組み 
   ①「土地の記憶」プロジェクトや廃材を活用したパラアートの紹介 
   ②住宅におけるペロブスカイト太陽電池の活用に関する共同研究内容の展示 
 
 
 
 

CES2025出展内容 

NEWS LETTER 
 

CES2025 当社出展ブースの様子 くらしのサス活アプリ画面 
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１．「くらしのサス活」 
本アプリサービスの首都圏過去分譲物件への展開や、2024 年グッドデザイン賞を受賞した「すまいとくらしから循環型社会

を実現『くらしのサス活 Circular Action』」の紹介等を通じて、くらしのサス活の拡大内容を展示しました。コード入力でのポ
イント獲得機能を活用することで、現在の電気・ガス節約に加え、くらしの中でのあらゆるサステナブルな取り組みやイベント参
加等を「サス活」として本アプリへ反映していく仕組みを紹介いたしました。また、来場者にくらしのサス活を楽しく体感いただける
よう、タッチパネルを活用した「くらしのサス活バーチャル体験コーナー」を用意し、日本発のカーボンニュートラルへの取り組みを
発信しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                           

                      
 
 
２．「Life-styling×経年優化」を体現する当社の取り組みを紹介 
当社のサステナブルなプロジェクト紹介として、アップサイクルによりその土地固有の記憶を未来へ繋げる「土地の記憶」プロジェ
クトの紹介や木材活用等のモックアップ展示、マンション共用部に展示する廃材を活用したパラアートの紹介のほか、国立大学
法人京都大学（本学︓京都市左京区）発のスタートアップでペロブスカイト太陽電池の開発を手掛ける株式会社エネコー
トテクノロジーズ（本店︓京都府久世郡、代表取締役︓加藤 尚哉）との住宅におけるペロブスカイト太陽電池の活用に関
する共同研究内容について展示いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブース来場者と展示の様子 くらしのサス活アプリコード入力画面 

ブース来場者と展示の様子 
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【CES2025 出展概要】 
開催期間 2025 年 1 月 7 日（火）～10 日（金）※アメリカ現地日付 
開催地 アメリカ合衆国ネバダ州ラスベガス 
出展ブース会場 Tech West , Venetian Expo 2 階 
出展カテゴリー Smart Home and Appliances  

 

 
 
■三井不動産グループのサステナビリティについて 
三井不動産グループは、「共生・共存・共創により新たな価値を創出する、そのための挑戦を続ける」という「＆マーク」の理

念に基づき、「社会的価値の創出」と「経済的価値の創出」を車の両輪ととらえ、社会的価値を創出することが経済的価値の
創出につながり、その経済的価値によって更に大きな社会的価値の創出を実現したいと考えています。  
また、2024 年 4 月の新グループ経営理念策定時、「GROUP MATERIALITY（重点的に取り組む課題）」として、

「１．産業競争力への貢献」、「２．環境との共生」、「３．健やか・活力」、「４．安全・安心」、「５．ダイバーシティ＆イン
クルージョン」、「６．コンプライアンス・ガバナンス」の６つを特定しました。これらのマテリアリティに本業を通じて取組み、サステ
ナビリティに貢献していきます。 
【参考】・「グループ経営理念および長期経営方針策定」  
      https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/innovation2030/ 
      ・「グループマテリアリティ」 
      https://www.mitsuifudosan.co.jp/esg_csr/approach/materiality/ 
 
■三井不動産レジデンシャル「カーボンニュートラルデザイン推進計画」について
https://www.mfr.co.jp/content/dam/mfrcojp/company/news/2022/0315_01.pdf  
すまいの高性能・高耐久化による省エネルギーの実現や、再生可能エネルギーの導入を促進するとともに、ご入居後のくらし

においても、楽しみながら省エネルギー行動等の環境貢献に取り組んでいただけるようなサービスの提供を推進し、すまいとくら
しの両面からカーボンニュートラルの実現を目指していきます。 
なお、本レターの取り組みは、SDGs(持続可能な開発目標)における 3 つの目標に貢献しています。 

 
 
 
 

 
 
 

＜注釈＞ 
※1 「くらしのサス活」は、くらしにおける CO2 削減活動への参加を提案し、参加者に対し、魅力的な特典等を用意することで、くらしにおける CO2 削

減を後押しする取り組みです。環境省によると、2021 年度の日本における CO2 排出量の約 15%が家庭部門からの排出であり、住居での
CO2 排出量削減は、脱炭素社会の実現に向けて重要です。一方で、居住者の視点では、「具体的に何をすればいいのかわからない」等といっ
た課題があります。この状況を踏まえ、本取り組みでは運営パートナーによる CO2 削減を後押しする仕組みづくりと、タイアップする賛同パートナ
ーによる特別な体験・商品の提供により、カーボンニュートラルを「自分ごとに」「楽しく循環・継続できることに」できるよう後押し、家庭部門におけ
る CO2 排出量の削減に貢献します。  
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